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徳徳徳
島島島
県県県
へへへ
ＬＬＬ
ＰＰＰ
ガガガ
ススス
発発発
電電電
機機機   

寄寄寄
贈贈贈   

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
県
庁
に
て
、
当
協
会

か
ら
県
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
６
台
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
協
会
か
ら
は
中
岸
雅
夫
会
長
を
は
じ
め

５
名
が
出
席
。
会
長
は
飯
泉
嘉
門
知
事
に
目
録
を
手
渡

し
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
災
害
に
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
万
一
の
場
合
は
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
県
か
ら
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

寄
贈
の
発
電
機
は
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
し
、
５
ｋ
ｇ
容
器
で
１

０
時
間
の
発
電
が
可
能
。 

 

県
は
寄
贈
６
台
を
、
南
海
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
発

生
時
の
備
蓄
資
機
材
と
し
て
、
南
部
防
災
館
（
海
陽
町
）、

県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
（
北
島
町
）
に
そ
れ
ぞ
れ
３
台
ず

つ
備
蓄
し
ま
し
た
。 
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※
支
部
が
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結
す
る
と
き

は
、
徳
島
県
と
の
支
援
協
定
に
基
づ
く
備
蓄
物
資

は
対
象
と
し
な
い
こ
と
、
ま
た
事
前
に
協
会
に
連

絡
し
、
協
会
の
関
係
資
料
等
を
参
考
に
協
定
書
を

検
討
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⑧ 

そ
の
他 

徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
マ
ッ
プ 

徳
島
県
へ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
燃
料
発
電
機
の
寄
贈
に
つ
い

て 

以
上
、
８
項
目
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日
開
催
の
（
社
）
エ
ル
ピ

ー
ガ
ス
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
１
販
売
店

１
台
導
入
運
動
の
実
施
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
団
体
の
統
合
に
よ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
者
と
ス
タ
ン
ド
事
業
者
が
一
緒
の
活
動
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
販
売
店
の
積
極
的
な
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
導
入
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
施
時
期
は
、
平
成
二
十
二
年
度
～
平
成
二
十
四
年

度
の
３
年
間
、
目
標
台
数
は
２
７
，
０
０
０
台
（
全
国

の
販
売
店
数
）、
対
象
車
種
は
、
軽
自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク
・

商
用
車
・
乗
用
車
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
。 

 

こ
の
運
動
に
と
も
な
い
当
協
会
で
は
、
ま
ず
徳
島
県

内
の
オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
位
置
や
営
業
状
態
等
を

整
理
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
配
布
す
る

マ
ッ
プ
を
複
写
、
あ
る
い
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
等
し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

▼▼▼
徳徳徳
島島島
県県県   

オオオ
ーーー
トトト
ガガガ
ススス
ススス
タタタ
ンンン
ドドド
マママ
ッッッ
プププ   

作作作
成成成   

▼▼▼
理理理
事事事
・・・
監監監
事事事
・・・
支支支
部部部
長長長   

合合合
同同同
会会会
議議議 

開開開
催催催

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日
（
水
）
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
２
回
理
事
・
監
事
・
支
部

長
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

□
議
案
審
議 

第
１
号
議
案 

入
会
届
及
び
脱
会
届
の
承
認
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
功
労
者
表
彰
規
程
の
１
部
を 

 
 
 
 
 
 

改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

就
業
規
則
の
１
部
を
改
正
す
る
規
則
に

 
 
 
 
 
 

つ
い
て 

第
４
号
議
案 

設
置
及
び
組
織
管
理
規
則
の
１
部
を
改

正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

□
報
告
事
項 

① 

ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国
２
０
１
０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
計
画
に
つ
い
て 

② 

電
化
対
策
ツ
ー
ル
（
消
費
者
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
）
の
制

作
に
つ
い
て 

③ 

徳
島
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
の
開
催
に
つ
い
て 

④ 

地
域
普
及
事
業
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て 

⑤ 

社
団
法
人 

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
青
年
委
員
会

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て 

⑥ 

四
国
地
方
高
圧
ガ
ス
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

⑦ 

吉
野
川
支
部
災
害
支
援
協
定
に
つ
い
て 

支

災
害
時
支
援
協
定

締
結
す

   
８月２ ３日

徳 島 県 庁

 
贈 呈 式
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「「「
ラララ
ヴヴヴ
・・・
レレレ
タタタ
ーーー
」」」ははは   

おおお
客客客
様様様
ののの
心心心
ににに
届届届
ききき
ままま
ししし
たたた
かかか
？？？ 

十
月
に
入
り
、
や
っ
と
朝
夕
秋
の
気
配
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
随
分
と
過
ご
し
易
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
電
化

へ
の
転
換
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
電
化
対

策
に
は
「
特
効
薬
は
な
い
。
汗
を
か
い
て
お
客

さ
ま
と
の
接
点
強
化
を
図
る
し
か･･･

」
と
よ

く
聞
き
ま
す
。
酷
暑
が
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る

の
が
実
状
で
し
ょ
う
。
現
在
、
ガ
ス
を
ご
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
顧
客
に
は
ガ
ス
を
引

続
き
、
ま
た
、
灯
油
や
電
気
を
使
用
し
て
い
る

顧
客
に
は
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
を
選
択
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
提
案
を
日
頃
よ
り
努
め

る
こ
と
が
先
ず
は
肝
心
で
し
ょ
う
。 

現
在
、
電
化
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｓ
ｉ
セ

ン
サ
ー
コ
ン
ロ
編
」、「
ラ
ヴ
・
レ
タ
ー
編
」
に

続
い
て
「
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
編
」
の
作
成
を
進
め

て
い
ま
す
。
年
内
に
は
、
み
な
さ
ま
に
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
客
様
に
ガ
ス
を
選
択
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
提
案
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存

じ
ま
す
。 

な
お
、『
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
に
よ
る
低
周
波
騒

音
被
害
』（
九
月
十
二
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
）

や
『
よ
ん
で
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
支
援
サ
イ

ト
』（
小
中
学
校
の
教
育
現
場
で
の
教
員
や
生

徒
へ
の
「
出
前
エ
ネ
ル
ギ
ー
授
業
」
な
ど
）
の

電
力
の
取
組
み
に
も
注
視
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

泉 

雅
之
（
経
済
部
会
長
）

 

 

行行行事事事予予予定定定             

１４日 国家試験 建設センター ９：３０～ 

１９日 四国地方高圧ガス保安大会 香川 １３：００～ １１月 

２８日 設備士第２・３技能検定 ポリテクセンター ９：３０～ 

１２月 １７日 事業団専務理事事務局長会議 東京 １１：００～ 

地域普及事業講習：11/24（ＪＡ会館）、11/26（協会）、 
12/2（阿南市文化会館）、12/7（ＪＡ会館）、12/9（油屋美馬館） 

 

知
事
表
彰 

◇ 

保
安
功
労
者 

西
谷
裕
治 

 

四
国
ガ
ス
燃
料
㈱ 

◇ 

優
良
業
務
主
任
者 

三
栖
正
伸 

 

鳴
門
ガ
ス
㈱ 

◇ 

優
良
製
造
保
安
責
任
者 

松
本
茂
毅 

 

丸
善
商
事
㈱ 

(

社)

徳
島
県
エ
ル
ピ
ー 

ガ
ス
協
会
長 

表
彰 

◇ 

保
安
功
労
者 

藤
畠
正
美 

 

㈲
藤
畠
商
店 

増
田
勝 

 
 

マ
ス
ダ
薬
局 

野
田
栄
治 

 

㈲
三
光
プ
ロ
パ
ン 

細
井
孝
之 

 

㈲
細
井
燃
料
店 

岡
久
真
二 

 

㈲
大
丸
プ
ロ
パ
ン 

泉
雅
之 

 
 

鳴
門
ガ
ス
㈱ 

神
原
寛 

 
 

神
原
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
㈱ 

◇ 

優
良
従
業
員 

姫
田
由
美
子 

鳴
門
ガ
ス
㈱ 

上
佐
広
和 

 

宮
崎
商
事
㈱ 

田
村
博
史 

 

㈱
ス
タ
ン 

坂
本
邦
夫 

 

㈱
ス
タ
ン 

八
木
尋
行 

 

松
茂
農
協 

宗
本
年
弘 

 

㈱
中
岸
商
店 

（
敬
称
略
） 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
徳
島
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
が
、
十
月

二
十
六
日
に
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
永
年
に
亘
り
災
害
の
防
止
に
努
力
さ
れ
た
方
、
保
安

に
極
め
て
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
度 

徳
島
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会 
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大
会
に
は
当
協
会
青
年
部
会
か
ら
、
中
川

正
道
青
年
部
会
長
、
宮
﨑
智
史
青
年
部
副
部

会
長
、
中
岸
修
平
青
年
部
委
員
の
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

■ 

中
川
正
道
青
年
部
会
長 

 

標
記
大
会
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の

普
及
の
た
め
の
行
程
表
」
の
作
成
に
あ
た

り
、
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
に
は
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
方
向

性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
手
法
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
店
が
創
意
工
夫

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
大
変
厳
し
い
時
代
で
す

が
、
夢
を
語
り
、
目
標
を
設
定
で
き
な
い
業

界
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

最
後
に
わ
れ
わ
れ
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー

は
１
０
年
後
、
２
０
年
後
に
こ
の
業
界
を
継

承
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。 

■ 

宮
﨑
智
史
青
年
部
副
部
会
長 

※
宮
﨑
副
部
会
長
に
は
、
標
記
大
会
の
基

調
講
演
終
了
後
、
５
つ
に
分
か
れ
た
分
科

会
の
第
Ⅴ
分
科
会
【
テ
ー
マ
「
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
の
普
及
に
つ
い
て
」、
演
題
「
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
販
売
戦
略
」、
講
師 

積
水
ハ

ウ
ス
㈱
他
】
に
参
加
し
た
。 

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
住
宅
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
す
る
住
宅
に
進
化
さ
せ
、
街
に

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
住
宅
が
増
え
る
と
環
境

が
良
く
な
る
。
そ
れ
が
低
炭
素
社
会
の
将
来

像
で
あ
り
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
で
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
と
し
て
燃
料
電
池
と
太
陽

光
発
電
を
組
み
合
わ
せ
「
Ｃ
Ｏ
２
オ
フ
住

宅
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

だ
が
、
ガ
ス
併
用
住
宅
は
オ
ー
ル
電
化
住

宅
に
比
べ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
は
不
利

で
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
価
格
が
高
く
単
価
を

下
げ
な
け
れ
ば
オ
ー
ル
電
化
の
攻
勢
は
止

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、

や
は
り
「
燃
料
電
池+

太
陽
光
発
電=

Ｗ
発

電
」
が
有
効
と
考
え
ま
す
。 

燃
料
電
池
の
導
入
効
果
は
オ
ー
ル
電
化

対
策
に
は
有
効
で
あ
り
、
燃
料
電
池
を
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
も
向

上
し
、
ガ
ス
化
率
が
上
昇
し
ま
す
。 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
は
オ
ー

ル
電
化
率
を
増
や
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
Ｗ
発
電
の
利
用
で
光
熱
費
の
メ
リ

ッ
ト
が
出
る
よ
う
に
提
案
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

今
後
、
将
来
を
見
据
え
た
商
品
勉
強
及
び

提
案
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｗ
発
電
普
及
に

向
け
た
ガ
ス
料
金
の
設
定
、
検
討
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

■ 

中
岸
修
平
青
年
部
委
員 

 

※
基
調
講
演
【
テ
ー
マ
「
寒
冷
地
に
お
け

る
潜
熱
回
収
型
ガ
ス
給
湯
器
と
Ｃ
Ｏ
２

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
の
年
間
給
湯
効

率
に
つ
い
て
」、
講
師 

浅
野
良
晴
信
州
大

学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
】
に
つ
い
て
の

報
告
で
す
。 

 

浅
野
教
授
の
公
平
か
つ
確
か
な
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、
３
ケ
ー
ス
の
ガ
ス
、
電
力
消
費

量
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
等
、
複
数
の
項
目
を
解

説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
年
間
を
通
し
て
、
Ｃ

Ｏ
２
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
よ
り
潜
熱
回

収
型
ガ
ス
給
湯
器
の
方
が
高
く
、
ガ
ス
給
湯

器
は
環
境
性
能
に
お
い
て
自
信
を
持
っ
て

売
れ
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
信

し
ま
し
た
。 

ＬＬＬ
ＰＰＰ
ガガガ
ススス
ロロロ
ーーー
ドドド
マママ
ッッッ
プププ   

   

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日 

開
催   

（
社
）
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
青
年
部 

全
国
大
会
〈
千
葉
県
〉 

 

今
年
の
異
常
気
象
は
天
が
人
間
を
蒸
し
焼
き

に
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
お
変
わ
り
な
い
で
す
か
？ 

 

さ
て
、
今
回
は
「
災
害
時
通
報
訓
練
」
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
で
す
。（
社
）
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
協
会
で
は
以
前
に
作
ら
れ
て
い
た
会
員
相

互
の
連
絡
網
を
改
訂
し
、
体
制
を
複
雑
な
も
の
か

ら
単
純
化
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
会
員

及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
収
集
し
て
い
た
だ
き
、

協
会
に
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
は
い
ち
早

く
そ
の
情
報
量
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
考
え
ま

し
た
。 

こ
の
連
絡
網
が
的
確
に
運
用
で
き
る
か
ど
う

か
、
十
月
十
三
日
に
６
名
の
連
絡
責
任
者
に
対
し

て
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

災
害
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
に
各
地
域
の
連

絡
責
任
者
か
ら
各
支
部
会
員
の
情
報
を
あ
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。 

訓
練
は
一
度
で
は
な
く
、
複
数
回
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
っ
て
連
絡
網
や
そ
の
運
用
方
法
を
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
期
的
に
通

報
訓
練
を
実
施
し
、
も
し
も
の
災
害
時
に
は
ス
ム

ー
ズ
に
災
害
対
策
本
部
が
各
会
員
の
被
害
状
況

や
応
援
要
請
を
把
握
し
て
、
よ
り
早
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

復
旧
活
動
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

訓
練
に
つ
い
て
は
若
干
戸
惑
う
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

野
口 

久
司
（
保
安
部
会

長
）

災害時 通報訓練
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地
域
別
で
は
、
北
海
道
２
，
１
５
７
ｔ
／
東

北
２
，
１
１
５
ｔ
／
関
東
４
，
６
６
４
ｔ
／
甲

信
越
静
２
，
６
１
９
ｔ
／
東
海
４
，
１
８
４
ｔ

／
北
陸
２
，
１
３
２
ｔ
／
近
畿
２
，
７
６
６
ｔ

／
中
国
２
，
３
２
５
ｔ
／
四
国
２
，
４
６
５
ｔ

／
九
州
沖
縄
２
，
７
３
８
ｔ
で
関
東
・
東
海
の

２
地
域
が
４
，
０
０
０
ｔ
以
上
、
そ
の
他
地
域

が
３
，
０
０
０
ｔ
未
満
で
あ
っ
た
。 

     

さ
て
、皆
さ
ん
の
充
填
所
は 

如
何
で
す
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 

麻
野 

怡
弘
（
製
造
部
会
長
）

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
平
成
二
十
一
年
度
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
流

通
実
態
調
査
報
告
書
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

委
託
）
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
一
年
三
月
末

の
国
内
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
所
数
は
、
２
，
３
５

７
ヶ
所
で
、
過
去
１
０
年
間
に
約
４
０
０
ヶ
所

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

さ
ら
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
貯
槽
設
置
後
二
十
五
年
以 

上
経
過
し
た
充
填
所
が
５
８
．
９
％
に
上
が
っ

て
い
る
。 

※ 

報
告
書
は
最
新 

文
献
、
卸
売
事
業
者 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な 

ど
を
基
に
分
析
し
た
も
の
で
、
充
填
所
調
査
で

は
全
国
約
半
数
の
１
，
０
９
４
ヶ
所
か
ら
回
答

を
得
た
。 

そ
れ
に
よ
る
と
平
成
二
十
年
度
の
１
充
填
所
あ

た
り
シ
リ
ン
ダ
ー
平
均
充
填
量
は
３
，
１
１
３

ｔ
で
７
７
．
８
％
が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た

と
回
答
し
た
。 

乙種化学 ２６名 

丙種化学（液石） ２５名 

丙種化学（特別） ３７名 

乙種機械 ３１名 

第二種冷凍機械 ２１名 

第三種冷凍機械 ３４名 

第一種販売 ２４名 

第二種販売 ５７名 

受験科目別 

内 訳 

液化石油ガス設備士 １０名 

 

平平平
成成成
二二二
十十十
一一一
年年年
度度度
充充充
填填填
量量量   

□
１
ヶ
所
平
均 

３
，
１
１
３
ｔ 

□
充
填
所
数 

 

１
０
年
で
４
０
０
ヶ
所
減
少 

考考考
えええ
ままま
ししし
ょょょ
ううう   

▼▼▼
国国国
家家家
試試試
験験験   

十
一
月
十
四
日
（
日
） 

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
・
販
売
主
任
者
・
液

化
石
油
ガ
ス
設
備
士
に
関
す
る
国
家
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

今
年
度
は
、
徳
島
県
で
は
９
科
目
２
６
５
名
が
受

験
す
る
予
定
で
す
。 

試
験
日 

 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
四
日
（
日
）

時 

間 
 

午
前
９
時
３
０
分
～ 

場 

所 
 

徳
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

（
徳
島
市
富
田
浜
２
‐
１
０
） 

  

 

 

総
務
部
会 

報
告 

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日
（
水
）
に
部
会
を
開
催
し
、
以
下
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

①
平
成
二
十
二
年
度 

徳
島
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
に
お
け
る
表
彰
者
の
選
考
に
つ
い
て 

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日
（
火
）、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
標
記

大
会
で
の
表
彰
者
選
考
に
つ
い
て
、
各
支
部
長
及
び
事
業
者
の
推
薦
の
中
か
ら
表
彰
者
選
考
基

準
に
の
っ
と
り
、
保
安
功
労
者
７
名
、
優
良
従
業
者
６
名
の
表
彰
者
を
決
定
し
ま
し
た
。 

②
（
社
）
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
内
規
改
正
に
つ
い
て 

入
会
届
、
脱
会
届
、
功
労
者
の
表
彰
、
就
業
規
則
等
の
内
規
の
改
正
に
つ
い
て 

審
議
し
、
原
案
通
り
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

③
支
部
再
編
に
つ
い
て 

行
政
区
分
に
の
っ
と
り
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
、
支
部
長
ベ
ー
ス
の 

検
討
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
木 

仙
一
郎
（
総
務
部
会
長
） 
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